
３．横浜・川崎区への入港船の実態（過去５年間の推移）
（１）入港船舶トン数別隻数の変化
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（２）危険物積載船の入港隻数の変化
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（３）入港船の大型化

港湾統計年報から横浜・川崎港の入出港船舶の変化状況をみると、隻数は、平成１３年-23
年比較で約２５％（外航船では４％）減少しているが、個々の船舶の船型は、平均で５５％（外航
船では２５％）大型化しており、航路内航行、離着桟作業への影響など、港内の安全確保への
懸念要素である懸念要素である。

横浜・川崎港の入港隻数と船型の推移
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（４）入港船の船籍の多様性
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４．横浜航路の通航実態
（１）横浜航路の水先要請船の推移

朝方のラッシュ時（６時～８時）
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夕方のラッシュ時（１６～１８時）
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（２）横浜航路０７：３０時 入港隻数（平成25年1月～12月）
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